
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成２５年 ５月 ８日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）：連続弱選択関数により生成される位相は元の位相空間の位相より弱い

ことが知られているが、元の空間の位相がその空間で定義されるいくつかの連続弱選択関数に

より生成されるとき CWS 空間という。本研究では CWS 空間の基本的な性質を確立すると共に、

様々な具体的空間で CWS 数を求めた。また、積空間が弱 orderable になるための、必要条件、

十分条件をしらべ、その応用として、GO 空間と第一可算空間の積が弱 orderable ならば、GO

空間の任意の部分空間は paracompact 性をもつこと、孤立点を持たない擬コンパクト空間 Xに

関して、X×X×X が順序付け可能であることの必要十分条件は X がカントール集合と同相にな

ることなどを示した。 

 

研究成果の概要（英文）：It is well known that topologies generated by continuous weak 

selections are weaker than the original topologies. We call a space is CWS if the topology 

is generated by continuous weak selections. We have established the fundamental 

properties of CWS spaces and calculate the CWS numbers of several examples. Also we 

investigate the weak orderability of product spaces. As applications we show that if the 

product of a GO-space and a first countable space is weakly orderable, then the GO-space 

must be hereditarily paracompact. Also we have shown that a pseudocompact space without 

isolated point is homeomorphic to the Cantor set if and only if its cube X×X×X is weakly 

orderable.          
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１．研究開始当初の背景 

連続弱選択関数を許容する空間とその連続

選択関数により定義される自然な位相との

関連を確立することが望まれていた。特に各

種位相不変量、次元、位相濃度などの関係を

明らかにすることが求められていた。 

 

２．研究の目的 

（１）研究の目的 連続弱選択関数で生成さ

れる位相と元の位相構造との関連を明らか

にする。 

（２）連続弱選択関数を許容する空間と各種

次元との関連を解明する。 

（３）連続弱選択関数を許容する空間と順序

付け可能空間との関連を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

（１）愛媛大学内で定期的にゼミを開催し共

同研究をすすめた。 

（２）海外共同研究者とは日常的に電子メー

ルで意見交換を行った。 

（３）海外共同研究者と年１回相互に訪問し、

共同研究を行った。 

 

４．研究成果 

本研究の具体的な結果：位相空間Ｘの積空間

Ｘ×ＸからＸへの連続写像σがσ(x,y)∊

{x,y}を満たすとき連続弱選択関数と呼ぶ。

連続弱選択関数が存在すればそれにより擬

順序が定義され、その擬順序によりＸに新た

に位相が定義される。これを弱選択関数によ

り生成される位相と呼ぶ。この位相は元の位

相より弱いことが知られており、Ｘが

orderable である場合にはＸで定義される任

意の弱選択関数により生成される位相は元

の位相と一致する。また、Sorgenfry 直線は

（orderable でない）suborderable 空間であ

るが、適当な連続弱選択関数を構成すること

により、それにより生成される位相が元の位

相に一致することが知られている。 

本研究では 

（１）Ｘの位相がいくつかの連続弱選択関数

により生成される場合に、その個数とＸの位

相的不変量、Ｘの濃度、位相濃度、局所位相

濃度との関連を示す不等式を確立した。 

また、Suborderable 空間では少なくとも２つ

の連続弱選択関数により生成される位相に

より、元の位相が得られるのではないかと予

想されていたが、本研究ではこの問題を解決

し、 

(２) 一般連続体仮説を仮定すれば任意の無

限濃度αに対しα＋個の連続弱選択関数で

元の位相は生成できるが、α個以下では生成

できない例を構成した。ここでα＋はαの次

の濃度である。また、Filter により生成され

る１点のみが孤立点でない空間において同

様な例を構成した。 

(３)２つの Filter 空間の積空間が連続弱選

択関数を許容すれば一方の non-isolated 

point は他方の到達集合の濃度以下の開集合

の共通部分として表される。 

（４）Filter 空間と順序数空間の積が連続弱

選択関数を許容するための十分条件を求め

た。 

これらの応用として、 

（１）位相空間Ｘと suborderable 空間Ｙと

の積空間Ｘ×Ｙが連続弱選択関数を許容す

ればＸの任意の部分空間は paracompact性を



持つ。 

（２）離散でない位相空間ＸとＹの積空間Ｘ

×Ｙが連続弱選択関数を」許容すればどちら

の 空 間 の 連 結 成 分 も １ 点 に な る こ と

（totally disconnected）等が得られた。 

また、連続弱選択関数を許容する空間の積空

間が弱選択関数を許容する空間絵の応用と

して、Baire system を導入し、これに関し、

（３）Baire system を持つ空間の部分空間、

可算積空間は再び Baire system をもつ。  

（４）Baire system を持つ空間は弱選択関数 

を許容する。 

（５）孤立点を持たない疑コンパクト空間 X 

がカントール集合に同相になるための必要

十分条件はＸ×Ｘ×Ｘが順序どけ可能なこ

とである。 

等の結果を示した。 

これらの成果により連続弱選択関数を許容

する空間と順序付け可能空間（orderable, 

suborderable, weakly orderable）との関連

が解明された。 
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